




要約:胎児・新生児の発育に関して、過去 2 年間の基礎的検討結果を踏まえて、母子保健

事業に必要不可欠の緊急の問題を含む課題について、3グループに分かれて研究を行った。

(1)日本人の在胎別出生時体格基準値作成グループは、全国 12 施設の協力で得られた超音

波断層検査で妊娠週が確認された例について、在胎別出生時体重の中央値、10 及び 90 パ

ーセンタイル値を計算し、出生時体格基準値を完成させ、いわゆる子宮内発育曲線(男女

別、初産経産別の体重、男女別の身長、頭囲、胸囲)を作成した。(2)極低出生体重児の学

齢・思春期発育基準値作成グループは、全国 6施設から得られた男児 30 例、女児 39 例の

思春期早期の発育、発達について検討し、10 歳時に小さい児はその後の成長も小さい可

能性のあることを示した。(3)成熱度判定基準作成グループは、エコー検査で妊娠週が確

認された例について、重回帰分析による成熱度判定予測式を用いて解析し、出生前母体グ

ルココルチコイド投与は成熱度判定に影響を及ぼさないことを確認した。


